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誇 り を 胸 に

　新年明けまして、おめでとうございます。平素より消防団活動に多大なる
ご理解とご支援を賜り、心より御礼申し上げます。
　現在も続いている新型コロナウイルスとの闘いも４年目となり、ウイルスは
変異を繰り返しながら感染力を強めるなど、今もなお、私たちの生活に影響を
与えており、予断を許さない状況にあります。そのような中ではありますが、
二宮町消防団では消防力維持のために、昨年７月より、それまでの縮小活動
から通常活動に戻しました。さらに、消防署と合同での「土砂災害対応訓練」や
「散水設備を活用した訓練」などの実施、「火災防ぎょ戦術の勉強会」の開催な

ど、多様化する災害への対応に向けて、知識習得と技術向上を図っております。
　また、体制強化のため１月には機能別消防団員10名が新たに、２月には初の女性消防団員が誕生しました。総員88名の
少数ながらの精鋭の消防団として、先輩方が築き上げた伝統と実績に恥じぬよう、自己研鑽に励み、消防本部・消防署と連携強
化を図りながら二宮町の安心・安全を届けるよう努力して参ります。

多様化する災害への対応と体制強化

2022年度 全国統一防火標語　お出かけは マスク戸締り 火の用心

多発する局地的集中豪雨等による土砂災害対応を目的に、「土砂災害対応連携訓練」を実施しました。「土圧による救助障害」
「掘削手法」（外掘り・一方掘り）など、消防署と消防団が基礎的な技術の習得、連携した活動を再確認できました。

二宮町消防団長

私たちの町を 守る私たちの町を 守る
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入団のきっかけと入団後の気づき令和 5年二宮町消防出初式
神奈川県消防協会湘南支部表彰・二宮町消防団表彰
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井上　幸彦

機能別消防団員は、水火
災、大規模な救急事故、
その他災害が発生し、又
は、発生が予想される現
場において、消防団の災
害対応能力の補完及び向
上を目的としています。

（２） 二宮町消防団広報紙 （３）令和５年２月23日発行
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